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標題 

油濁防止緊急措置手引書（MARPOL Annex I/37.4 規

則） 
陸上ベースの計算プログラムへの迅速なアクセスにつ

いて 
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各位 

ClassNK テクニカル・インフォメーション No.TEC-0608（2004 年 11 月 22 日発行）にてお知らせして

おりますとおり、改正 MARPOL 73/78 Annex I が 2007 年 1 月 1 日に発効し、同日以降、5,000 DWT
以上の全ての油タンカーは、陸上ベースの損傷時復原性及び残存構造強度計算プログラムへ迅速

にアクセスできることが要求されます。（MARPOL Annex I/37.4 規則: All oil tankers of 5,000 tons 
deadweight or more shall have prompt access to computerised, shore-based damage stability and 
residual structural strength calculation programs.） 
本要件は、新造油タンカーのみならず現存油タンカーにも適用されます。 
弊会としましては、本要件を以下のように取り扱うことと致しますので、適用対象船舶につきましては、

2007 年 1 月 1 日までに本要件に適合すべく準備下さいますようお願い申し上げます。なお、本取扱

いは IMO 第55 回海洋環境保護委員会（MEPC 55）において合意された内容に沿ったものとしてお

ります。 
 
1. 本要件に適合するために要求される措置 

(1) アクセス方法の確立 
本船から損傷時復原性及び残存構造強度計算を実施する陸上ベース＊へのアクセス方法

を確立した上文書化し、当該文書を本船に備え付けるよう御願い致します。 
なお、陸上ベースを外部委託とする場合には、本船と外部委託先との間の連絡形態につ

いての情報を文書化し、下記(3)の契約書に添付して下さい。例えば、船舶管理会社を経

由する場合には、「本船 ↔ 船舶管理会社 ↔ 外部委託先」の連絡ルートを明確にし、加

えて必要に応じて本船から外部委託先に直接連絡を取ることができるルートの確立も必要

です。 
 
＊陸上ベース 

損傷時復原性及び残存構造強度計算プログラムを有する陸上の計算実施場所をいい、次

のいずれかが対象になるものと考えられます。 
(i) 船級協会、技術サービス会社、造船所等の外部委託 
(ii) 船舶管理会社 
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(2) 油濁防止緊急措置手引書 
油濁防止緊急措置手引書（SOPEP）の連絡先に上記（１）において確立したアクセス方法に

従ってコンタクトポイントを追記願います。 
ここで、コンタクトポイントとは損傷時復原性及び残存構造強度を評価する必要性が生じた

際に、本船からの初動連絡先(陸上)のことを言います。従って、本船から陸上ベースに直接

アクセスする場合は、コンタクトポイントは陸上ベースとなります。また、陸上ベースを外部委

託とし、かつ委託先へのアクセスを船舶管理会社を通じて行う場合は、コンタクトポイントは

船舶管理会社となります。 
なお、SOPEP の再承認等の処置は必要ありません。 

 
(3) 契約書の船上保管 

陸上ベースを外部委託先とする場合には、本船の損傷時復原性及び残存強度計算を実

施する外部委託先（計算実施会社）と船舶管理会社間の契約書の写しを本船上に備えて

下さい。また、計算を船舶管理会社自身が実施する場合には、契約書に代えてその旨の

文書を作成し、本船に保管願います。 
 
(4) 声明書の船上保管 

MARPOL Annex I/37.4 規則に規定される計算を実施可能であるという旨記載した計算実

施会社の声明書(Statement)を本船上に備えて下さい。（上記契約書中にその旨の記載が

含まれている場合には声明書は不要です。）また、計算を船舶管理会社自身が実施する場

合には、上記(3)の文書にその旨を明記願います。 
 
2. 検査 

2007 年 1 月 1 日以降の最初の MARPOL Annex I に関する定期的検査(初回検査を含む)及び

その後の定期的検査において、上記契約書及び声明書が本船上に保持されていること並びに

コンタクトポイントへのアクセスが適切にできることを確認致します。 
 
なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 管理センター 機関部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 4-7（郵便番号 102-8567） 
Tel.: 03-5226-2023 
Fax: 03-5226-2024 
E-mail: mcd@classnk.or.jp 

 

 


